
みなさんこんにちは。関西学院大学の今泉信宏です。今日の私の講演が英語に同

時通訳されると聞かされて、この大学の語学に対する関心と能力の高さに感服して

います。従って学生の語学力を鑑みて、講義を始める前に私の体験談を英語でお話

したいと思います。私が最初にアメリカへ行ったのは1965年です。ケネディ大統領

が暗殺された直後でした。カリフォルニア州ロングビーチまで横浜から船でいき、

そこからボストンへ飛び、その後はバスでテキサス州ダラスまで4日間かけて行き

ました。その間に起こった出来事です。

After arriving in Long Beach, California back in 1965, I fl ew to Boston.  I worked 
there for two weeks and then took a bus to Dallas, Texas.  While riding a Greyhound bus, 
the man who sat next to me kept staring at me in a strange manner for quite some time and 
fi nally I could not stand it any longer and said, “Hey, do I have something on my face?”

“Oh, no, it’s just that I was wondering which knees you are.” “What do you mean 
which knees I am?”  I looked at my knees.  And then he said, “You know that there are 
Japanese, Chinese, Taiwanese...” “Oh, I get it.  Well then, let me ask you which key you 
are.”  This time he did not understand what I meant by which key.  And he said, “What 
do you mean by which key I am?”  So I said, “You know there are three keys in the whole 
wide world: monkey, donkey and Yankee.”  Did you all get it?

今日は現代の若者についてお話をしたく思います。しかしながら、現代の若者と

いっても多種、多様であります。大学生からNEETまで。若者（ここでは大体18－

25歳）といってもすべての若者を把握しているわけではないことをお断りしなけれ

ばなりません。今日の私の話は一般論というよりは、私が日常的に接している若者、

ほとんどは大学生と大学院生、それに教会に出入りしている大学生以外の若い人た

ちです。私の体験も非常に限定されていますが、初めに日米の比較から入りたいと

思います。
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私は神戸生まれで神戸育ち。大学まで日本、それから大学院をテキサスで過ごし、

その後11年間はカリフォルニア州で大学を教え、またメソジスト教会の牧師をして

いました。27年前に日本に帰り、それ以来同じく教会の牧師と大学の教師を兼任し

ています。それに加え、もう一つの仕事があります。幼稚園の園長です。朝3－5歳

児と少し遊び、大学へ行きます。幼稚園では子供が力いっぱい自分をぶつけてきま

す。大学の講義では多くの学生は力いっぱい朝から寝ています。どうなってしまっ

たのでしょうか？現代の大学生の問題は、草食系よりも、早寝系（朝から寝ている）

ですね。皆さんはこのようなことはありませんよね。昨日キム先生のクラス（ゼミ）

でお話をしましたが、そこにいた学生は皆真剣に聞いていました。また講義の後鋭

い質問も出てきましたので、非常にうれしかったです。

さてアメリカの大学で教えていて感じたのはアメリカの大学生はよく本を読むと

いうことです。というか学生に読ませます。私も社会心理学を教えていましたが、

3ヶ月間で5冊を読ませ、レポートや論文を書かせました。それが当り前です。日本

の大学では到底考えられないことです。私のゼミでは3冊、英語2冊、日本語の本1冊。

それでも学生たちはしんどい、しんどいと言っています。「そんなことを言ってい

たら大学院にいけないぞ」と言うのですが、そのような学生たちのなかで、一人は

卒業後フルブライト奨学金を獲得してテネシー大学に進学し、その後トロント大学

の博士課程で勉強しています。やがて博士論文を書き終えて何処かで教え、それか

ら私は彼に関西学院大学に戻ってきて教えてほしいと考えています。もうひとつ、

アメリカの大学で言えることは、多様性に満ちているということです。学生たちも

文字どおり世界各国から来ています。従って様々な言語、文化、価値観や発想法な

どを持ち込んできます。世界のmicrocosm（小宇宙）ともいわれます。多様性を英語

でdiversityもしくはheterogeneityと言います。アメリカの社会自体が多種、多様

性に満ちています。問題もたくさんあります。たとえば沖縄に関して言えば、皆さ

んが一番関心をお持ちの、日米間の安全保障ですが、基地協定と言いながらもいわ

ばアメリカの独断的な考え方を日本政府は飲んでしまっています。日本の国庫から

莫大な金額が毎年捻出されています。これを思いやり予算と呼んでいますが、まこ

とに矛盾しています。本来真の思いやりは、むしろアメリカが日本の国土を借りて

基地を置いているのですから、アメリカが日本に借地権への代金を支払うのが道理

でしょう。安全保障条約の中身を抜本的に見直す時期に来ていると思うのですが、

日本政府にはそのような考え方はないようです。沖縄に基地を置くなら、その代償

をアメリカに求めるべきです。基地を撤廃するのであれば、その後の沖縄の経済措

置を考え、沖縄県民が本土と同じ経済生活を享受できる施策を考えねばなりません。

アメリカの基地は日本のためにあるのではありません。それはアメリカのため、つ

まりアメリカが中国と北朝鮮へ睨みをきかすためのものでしかない。アメリカ政府

は別として、アメリカ人の沖縄への関心が非常に低い。heterogeneityを誇るアメ
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リカですが、沖縄に関しては残念なことにdiverseな考え方があまり出てこないの

が現実です。

さてアメリカの社会には経済格差は歴然としてあるし、白人と黒人や他のエス

ニックマイノリティとの格差、またそこから生じる抗争もあります。少数民族間

の争いもあります。ニューヨークの黒人（アフリカン・アメリカン）ハーレム地区

にコリアンが進出し、争いが絶えない。しかしアメリカの社会には他の社会にな

いdynamismが息づいています。これはheterogeneity （多様性）を何とかして受

容しながら生きていこうとしている社会であるからなのです。一方日本の社会は

heterogeneityではなくhomogeneityつまり単一性、同質性、同調性といった考え

方や生き方が強調される社会であるのです。どちらがいいかということを申し上げ

ようとしているのではなく、比較していただきたいのです。私はアメリカに15年住

んでいました。そしてアメリカの女性と結婚をしています。息子も娘もダブルで

す。孫はクオーターになります。息子も娘もhomogeneityとheterogeneityをうま

く生かしているように思えます。確かにheterogeneityを標榜するアメリカ。独立

独行を尊重し励ましているはずのアメリカ。しかしこのアメリカに変化が起こって

います。私は15年間のアメリカでの生活の中でアメリカの個人主義が変形し功利主

義、あるいは自己中心主義になってしまう過程を目のあたりにもしてきました。U.C. 

Berkeleyで長年教えていた社会学者のRobert BellaがHabits of the Heart（心の習慣）

に中で言っているように、―アメリカに居住していると出自にかかわらず身につい

てしまうものがあるそれが個人主義的考え方であると。これは古代ローマ帝国の思

想に由来していると思われます。ローマ皇帝は世襲制ではありませんでした。皇帝

候補になった者をローマ元老院のメンバーがとことん追求したのです。よくない噂、

皇帝がどのような政治のやり方をするのかを問いただします。そして元老院をクリ

アーすると、今度は民間の代表との駆け引きがあるのです。決して皇帝が権力を一

手に握っていたわけではありません。これを現代の政治のシステムに、あるいは大

学の自治に取り入れなければならないことがローマの手法から窺えるのです。

私が思うに、一方日本で生まれ育つと自然に身についてしまうものがある。それ

は甘えの概念であり、政府も国民も、また教師も学生も相互に甘える。厳しさを要

求しない。なーなーの世界。confrontation（対決型）の人間関係ではなく、互いに丸

く収めようとする、また流せないものまで水に流してしまおうとする人間関係。こ

れに日本人は慣れてしまっているのです。アメリカはconfrontation（対決型）の人間

関係、つまり白か黒かをはっきりさせる。私のアメリカ大学院での論文審査は非常

にきつかったです。主任教授だからと言って甘えてはおれないのです。他の教授よ

りもその主任教授の質問のほうがもっときつかったのです。こう考えるとアメリカ

のconfrontation型の人間関係のほうがいいように思えるかもしれません。白か黒か

をはっきりさせる。日本ではfuzzyなgreyの中で勝負をしようとする。だからアメ
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リカから日本人を見ると日本人が何を考えているかよくわからないというのです。

しかし前述の如く白黒をはっきりさせ、confrontation型人間関係を大切にしている

はずのアメリカ人のなかで変化が起きているのです。アメリカ人が功利主義に陥っ

てしまったとロバート・ベラが著書の中でアメリカへ警鐘を鳴らしたのです。日本

は集団主義、アメリカは個人主義、そしてアメリカは個人主義の卓越した考え方や

生き方を強調してきました。しかし、今日では、その個人主義が功利主義に陥った

とベラは言うのです。アメリカでは銃規制ができない。毎日のごとくアメリカのど

こかで銃による悲劇、惨事が起きています。私の住んでいたカリフォルニア中部の

Lompocでの悲劇。あるおじいさんとおばあさんが隣同士に住んでいました。毎晩

ポーカをして遊んでいたのです。ある夜、ポーカを終えて、おじいさんは隣の自分

の家に帰ったのです。しかし2－3分後、おばあさんの家の玄関のドアーにノックの

音が聞こえたのです。おばあさんはWho is it？と聞いたのですが答えがない。おば

あさんはてっきり強盗と思い込み、寝室に戻り枕元に隠していたピストルを持ち出

し、もう一度Who is it？と聞いたが、返事がない。そこでドアーを自分で開けると

同時にピストルを発射させたのです。するとそこに立っていた男が至近距離で撃た

れて横たわっていたのです。近づいてよく見るとそれは5分前まで一緒にポーカを

していた隣のおじいさんだったのです。おじいさんは何か忘れ物をしてとりに来た

のでしょう。でも耳が遠かったのでおばあさんのWho is it？が聞こえなかったので

す。このような悲劇も後を絶たない。Columbine High SchoolやVirginia Techでの

大惨劇。このようなことが毎日起こってもアメリカは銃規制をしない。個人主義の

国です。自分の身は自分で守らざるをえないというfrontier時代の生き方が今だに

しみ込んでいるのです。政府にも警察にも究極的には頼れない。また政府や警察の

介入を最小限に抑えるのもアメリカの個人主義的生き方なのです。

では日本のhomogeneityには問題はないのであろうか。私は授業中よく学生に尋

ねます。私は携帯マイクを持って350人もいる大教室を歩き回りながら講義をいた

します。そして学生にどんどん、質問を浴びせていきます。結構嫌がります、怖

がります。「今言ったことを言ってごらん。」とか「今私が言ったことに反応してご

らん。」「どう思いますか？」と聞くとほとんどの学生は黙ったままです。たまに答

えが返ってきますが、そのほとんどは女子学生です。ゼミやBi-lingual Education

のような授業は自ら選んだ授業なので、学生たちは真剣に学ぼうとします。しか

し、一回生必修のキリスト教学は強制的に取らされている科目、しかも落とすと卒

業ができない科目だけに嫌がります。学ぼうとしない学生に教えることほど難しい

ことはありません。あなたはなぜ大学に来たのですか？大学で何を学ぼうとしてい

ますか？このような問いに答える学生は稀です。帰ってくる答えは、いいところへ

の就職。いい生活がしたい。豊かになりたい。確かに豊かさの追求は共通の課題で

す。これ自体悪いことではない。みなこれを求めます。しかし、豊かさの定義はと
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聞くと皆黙ってしまう。皆経済的な豊かさを求める。しかし、精神的な豊かさはど

うなのか。たとえ、経済的に少々問題があっても、自分は本当に生きている、充実

した生活を送っているという確信があれば、豊かな人生を送っているのではないで

しょうか？ 20世紀の偉大な精神分析学者であったErich Frommは「愛することにつ

いて」という本の中で「現代人は愛されたい、愛されたいとおもうばかりに、愛する

ことを忘れてしまった」と言っています。現代人、つまり貴方、貴女方一人ひとり、

私を含めてすべて、機械人間のごとく受動的、受身的、与えられたことにはある

程度反応するが、自ら疑問を発したり、未知の事柄に挑戦したり、自分を高められ

るかもしれない刺激を求めようとはしない。これをお聞きになってどう思われます

か？現代の混沌とした日本の社会の中で「どこかで何かが狂っている」という問題意

識が希薄になってしまったのではないか。60年代の学生たちにはもちろん問題もあ

りましたが、活気があった。安保闘争の中で、大学とは何かを問い正そうとした時

代でもあった。本土の学生たちも沖縄の人々、またアイヌ民族、在日の問題も本気

で考えた時代でもあったのです。政府は何もしない。自分の腹を肥やすこと、官僚

も同じことしか考えていなかった。大学もいろいろ問われた時代。大学の教師たち

も学生に問われたのです。何のために大学で教えているのか？教える意味？研究だ

けでいいのか？教学とは一体何を指しているのか？このようなことが争点になって

いたのです。しかし教授の多くはただ隠れていた。学生とまともに向き合わなかっ

たのです。結果的には何も変わらなかったのではないか。というのも、60年代はま

た小学校から大学までNOを言わせない教育システムの中でかろうじてNOを叫んだ

時代でもあったのだが、それも長続きしなかった。また元のNOを言わないシステ

ムに戻ってしまっている。

60年にわたる一党独裁政治と官僚権威主義に一応終止符が打たれたように見えま

す。新たに民主党が率いる連立内閣が発足しました。もうすでに変わったこともあ

ります。また彼らが変えようとしていることもあります。しかし、60年間の膿をす

べて短期間で出そうとするのには無理がありすぎます。もう少し時間をかけていく

べきでしょう。政府は表面上変わった。しかし変わらないものがある。これが変わ

らない限り、真の変化とは言えないのです。先日、Yes, We Can!とChange!を掲げ

て大統領になったバラック・オバマ氏が23時間だけでしたが、日本を訪れました。

オバマ氏はアメリカに新たなthe Audacity Of Hope「希望ある夢」を与えようとした

のです。時期早尚のノーべル平和賞を受賞したオバマ氏ですが（蛇足だが、私個人

的にはオバマ氏が辞退することがベターだった思いがする。何年かのち実績が認

められてからの受賞のほうが重みがあったのではないか。もちろん、未来を鑑みて

のことであろうが。）「希望ある夢」を与えたオバマ氏だが、日本では政治家が若者

に夢や希望を与えることができるであろうか？どこが違うのか。それは一つには国

民性と考え方の違いにある。アメリカでは自ら何かをしなければ何事も起こらない
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し、また何も、期待できない。John Kennedy大統領の有名な台詞を覚えている方

もいるのではないだろうか。“Do not ask what your country can do for you: ask 

what you can do for your country.”日本ではすべて政府（お上）がやってきた（前述

の甘え）。日本人はその受動的生き方に慣れてしまっている。自分で何もしなくて

も政府が、誰かが何かをやってくれるという考え方と生き方がまだまだあるのでは

ないか。いくら政府が変わっても、つまり器が変わっても、中身が変わらなければ

まったく意味がない。それはChange変革とは言えない。そしてさらに大切なことは、

自らを変えていこうとすること。これなしに真の変革はない。大学においても外、

つまり、院長、学長、理事長をかえても、その構成員一人一人が変わらない限りな

にも変わることはない。すべてを政治家や官僚に任せ切ってきた日本国民への付け

が回ってきている。今こそ、国民が自らを変えていこうとしなければ、「政府が入

れ替わっても、本質的に何も変わらない。」国民が目先のことばかりでなく、つま

り自分の村や町への関心以外に、世界に目を向ける。そして世界市民であることの

自覚と責任を感じだすと、日本が真に代わる可能性が生まれてくるのです。そして

一番変わる可能性を秘めているのがそうです、あなたがた学生、若者たちであるの

です。あなたがたが自らを変えて行こうとするのでなければ、日本は変わらないの

ですよ。人がすることと同じことばかりしていても何も起こらない。発想の転換が

必要。人は人、自分は自分。聖書には「人間は神の像に似せて造られた」とあります。

つまり一人一人の人間は、だれであれ、尊い存在なのです。何々ができる。きれい

である、女子アナやフライトアテンダントになる。ゴルフ、野球、バスケ、バレー

ボールなどに秀でている。勉強ができる。何々ができるというのが世の基準、また

評価です。これに我々は弱い。小学校より、我々は偏差値に苦しむ。これは真に偏

差、ゆがんだ、偏った評価なのです。教師もこれによって生徒や学生を評価する。

もちろん成績の評価は避けられない。しかしこれがすべてではない。しかしこれが

すべてのごとくに学生を評価し又きめつけてきたのが、日本の学校制度であるので

す。本来はキリスト教主義学校はこのような教育システムにNOをいわねばならな

かったにもかかわらず、追従してきたきらいがあるのです。一般の学校よりキリス

ト教主義学校のほうが偏差値を気にしているのではないか。初めからできる学生を

教えるのはさほど難しいものではない。しかしあまりできなくても、学生をできる

ように育てていくのがキリスト教主義学校の責任と使命ではないのか。

混沌とした日本の社会、その社会に変化と変革をもたらすことができるのは、若

い皆さん、貴方、貴女がたなのですよ。アメリカのリーマンブラザーショックに

端を発した経済機構の崩壊、そして多くの失業者が後を絶たず、またパートや派

遣社員、契約社員の首切りなど、若者や中高年への影響も出ています。就職難の

現実。今年度まだ就職先が決まっていない4回生もいます。今年度の就職率は約

64%、女子はさらに低いのです。これはまだ数年続くといわれています。不況は
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日本だけでなく欧米でもそうです。しかし不況の中でもアメリカには不思議にも

American Dreamが息づいています。毎日のごとくジャンボジェットで永住を求め

てアメリカへ移住して行く人たち。暮らしは決して楽ではない。雇用もままならな

い。でも来るのです。一方、日本にもペルーやブラジルから数十万人もの方々が労

働者としてきています。そしてその子供たちが公立学校でいじめにあっています。

heterogeneityではなく、homogeneityを強調する日本の社会に馴染めない多くの外

国の方々。日本語ができない、日本の文化がわかっていない、一を言って十を知る。

以心伝心など。また日本の食生活ができない、こういった理由により阻害され、い

じめられ、帰れとまで言われている多くの外国人。フィリッピン女性の介護には定

評があります。日本人のやりたがらないことでも喜んでやる。でも外国人に介護さ

れたくないと言う多くの日本人。しかし日本は外国人を必要としている。いや外国

人がいなければ、日本は成り立ってゆかなくなるのです。2054年までに、日本の総

人口が9千万を切るとまで言われています。大学には皆希望する者は入れる。そし

て総人口が職に就けるはずです。しかしそれでも労働力が大幅に不足するのです。

20年後に外国人にどうぞ来てくださいと嘆願しても、今いじめられ、疎外されてい

る子弟が、はたして、日本に来てくれるかどうか。小さいときいじめられたから日

本には行きたくないと言ってこないかもしれない。そうすると今、現在日本に居住

し、日本人のやりたがらない汚い、危険な仕事に従事している数多の外国人労働者

と呼ばれている人々を私たちと同様に尊重し扱っていくのでなければ、20年後の日

本は惨憺たる国家になってしまうのではないでしょうか。以前安倍前首相が提唱し

た「美しい日本」という表現ですが、これは内側から見た見方であり、外からの見方

ではない。これは外から日本を見たことがない人が言う言葉です。日本社会がすべ

ての人にとって美しい社会になればこれはすばらしい、しかしいまだに日本は一部

の恵まれた人にしか美しくは映らないのです。問題は美しさの「中味」でしょう。何

を指して美しい日本と言うのか。日本の景観なのか。多様性を受容しようとする人

の美しさなのか。日本には虐げられている外国人、また同じ日本人と言われながら

も疎外されている人々、垣根やバリアを設けて日本社会の中枢に入れないようにし

ている人たちが非常にたくさんいるのです。今日ではどこに行ってもバリアフリー

という言葉が聞こえてきます。新しい建物はすべてバリアフリー。しかし精神的に

私たちはバリアフリーでしょうか？なぜバリアを設け、ある人たちを疎外し、締め

出してしまうのか。皆さんも子供のころ、「バーリア」と言ってある子どもたちを遠

ざけたゲームに興じたのを覚えているでしょう？美しい日本にAmerican Dreamに

匹敵するJapanese Dreamは存在するのか？真に美しい日本なら、Japanese Dream

が存在するはずですし、また多くの外国人も日本に定住、また永住したがるのでは

ないでしょうか？しかし現実は悲しいかな、永住したがる外国人は非常に少ないの

です。いや永住できないのです。日本人は日本文化は日本人にしかわからないと思

い込んでしまっています。そして説明責任を果たそうとしない。「わび」や「さび」。

85

Nobu T. Imaizumi,    “What the Contemporary Youth Are Looking For – Toward the Recovery of Humanity ”



「大和魂」。こういった日本独特の考え方も説明できるはずです。しかしそれをした

がらないのです。なぜなのか？その理由は外国から来た人たちは何十年日本に在住

していても、外国人でしかないからなのです。日本文化を日本人よりも深く理解し

ていても、漢文が読め、文学、歌舞伎や文楽に精通していても、外国人は所詮外国

人でしかない。日本人には決してなれないのです。帰化をする人もいます。でも法

的には日本人だが、精神性では日本人とはみなされない。この身内主義、偏狭さを

克服していかねば、20年後の日本は崩壊の道をたどるのではないか、と私は危惧す

るのです。

今日のメインテーマは「若者」です。若者は何かを求めています。違いますか？た

だ何を求めていいのかがわからないのではないか。4年制の大学でも私は3年でいい

と思っているのです。これを‘service-learning’と云います。そして残りの1年間は

大学をはなれ、国内でも国外でもいい。何処かに行って、ボランティア活動をする。

自分以外の誰かのために何かをしてみる。インドでもいい。マザーテレサの始めた

「希望の家」で働くのもいい。ストリートチルドレンと時を過ごしてみるのもいい。

その間自分が何を求めているのかを探してみるのです。そしてこの一年間の働きが

大学でカウントされるようなシステム造りをしていく必要もある。

私 が 取 り 組 ん で い る こ と を 少 し お 話 し し た い。Habitat for Humanity 

InternationalというNGOがあります。アメリカのジョージア州に本部があります。

関西学院大学総合政策学部で日本でいち早くキャンパスチャプターを創設しまし

た。もう14年も前のことです。そして私は毎年二回、3月と8月に25－30名の学生を

フィリッピン、ベトナム、カンボジア、バングラデッシュなどに引率していきます。

5日間労働をします。いわゆる土方作業です。男も女もドロドロになって働きます。

簡単な家を建てる手助けをするのです。側溝を掘り、ブロックを40段ほど積み上げ

ていきます。最後にトタンの屋根をかぶせます。セメントは高いので、なるべく砂

利や砂をたくさん使います。そのためブロックは非常にもろい。でもセメントでブ

ロックとブロックの隙間を埋めます。仕事の後は現地の人とさまざまなことについ

て語り合います。子供たちが学校に行けるように、奨学資金制度も作りました。現

在フィリッピンだけで約80人の子供が奨学金で小学校、中学校、高校、そして大学

へ行っています。卒業生もこの奨学資金に加わってくれています。私たちは年間

約20万円ほど集めます。フィリッピンは経済的に貧しい国です。物乞いの子供が街

にあふれています。はだしで走りまわっています。孤児院もたくさんあります。そ

ういった施設にも行きます。またスモーキーマウンテンという4キロ四方に広がる

ごみ山にも学生を連れていきます。何百という所帯が居住しています。二酸化炭素

を毎日吸いながら暮らしているのです。学生を家に送りその家庭の人たちにインタ

ビューをさせます。なぜこのような悪環境の中に住んでいるのか。それはそこが生
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活圏だからなのです。大人も子供も自然発火しているごみ山を歩き回り、まだ売れ

そうなものを拾い出して街に売りに行き、かろうじて生計を立てているのです。学

生はみな愕然とします。豊かな社会でのうのうと生きてきた。しかし今、自分は全

く違った環境の人と接しているのだ。この意味は何なのかと問い始めるのです。豊

かさしか体験したことがなかった学生たちは、貧しさを知り、愕然とする。しかし

貧しい人たちの家庭を垣間見ると、なんと暖かいのです。互いを思いやってるので

す。自分のことのみを考えているのではない。貧しいところでは真の共生が可能で

あることを学ぶのです。反対に、物質的に豊かな社会では共生は、不可能とまでい

かなくとも、非常に難しいと思うのです。それはみな自分のことしか考えようとし

ないからなのです。私はこのように学生をフィリッピンに連れて行きますが、何を

見よとか、何をしろとかは申しません。自分自身で学ばせるのです。そして学生は

変わって帰ってきます。自分の価値観に変化が出てくるのです。日本に帰りたくな

いという学生も中にはいます。事実卒業生の中でマニラで働いているのもいます。

東京でフィリッピンの女性の自立支援するNPOで仕事をしている卒業生もいます。

この価値観の変化。一時的かもしれない。しかし一度価値観の転換を体験した者

は変わるのです。学生は成長して帰ってきます。そして一番の課題は、この素晴ら

しい体験をこれからどのように生かしていくかなのです。日本に帰ってきて夜10時

ごろ電車に乗ると塾帰りの子供たちが大勢大きな声でわめいています。また7人が

けの席に3人しか座っていない。お年寄りが来ても子供たちは知らん顔で7人分を分

捕っています。どこかおかしいのです。でもそれに気が付いていないのが日本なの

です。自己中というモンスターしか育っていない。また偏差値を上げることしか考

えない教師や生徒たち。親は子供のために親であることを放棄してしまう。なんで

もほしい物は与える。なんでも言うことを聞く。躾をしない。親として子供を叱ら

ない。このような日本での生活が当たり前になっている。世界中の人も同じように

暮らしているのだと思っているのかもしれない。アフリカのコンゴで何が起こって

いるかも知りません。いや知ろうとしないのです。これは子供たちだけではなく大

人も全く同じなのです。戦後の経済復興で豊かになった日本、しかし、その豊かさ

を自分たちだけで享受し、他と分かち合っていこうとは考えないのです。違うでしょ

うか？フィリッピンやバングラデッシュに行った私の学生たちは豊かさとは何かと

いうことを考え直します。日本以外の地域では全く違った生活が営まれていること

を知り、それに対して自分にも責任があることを悟るのです。日本の豊かさはアジ

アを足蹴にして築き上げてきたものなのです。

もう一つ私が11年ほど取り組んできたことがあります。ゼミ3回生をアメリカへ

連れて行くことなのです。約一カ月、ジョージア州アトランタ市を皮切りに、ワシ

ントンDC特別区、ニューヨーク、サンフランシスコに行きます。アトランタとサ

ンフランシスコではアフリカン・アメリカン（黒人）の家庭にホームステイします。
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そこで、アメリカ社会でマイノリティとして暮らす意味を探らせます。2週間そこ

で過ごしているうちにおのずから肌で感じるものが出てきます。白人中心の社会、

なんといってもWASP（White Anglo-Saxon Protestant）がアメリカ社会の中枢にい

ます。そして黒人、ヒスパニック（最大のマイノリティ）がひしめき合っています。

アジア系も遅れまいとアメリカのパイの大きな一切れを手に入れようとします。ア

メリカのパイは大きいですが、皆が自分のため、あるいは自民族のためだけに大き

なパイのかけらを手にしようとする限り、争いが絶えないのです。皆で分かち合う

ことを学ばねばアメリカも崩壊の道をたどることになることは明白です。こういっ

たことを私のゼミ生たちはアメリカでアフリカン・アメリカンの家庭に滞在し、議

論をしながら学ぶのです。アメリカの大学でのプレゼンテーションでも日米間のさ

まざまな問題を取り上げます。そして発表後アメリカの大学生と議論をします。鋭

い指摘に困惑する私の学生たちですが、それでも一生懸命コミュニケーションを図

ろうと努めます。それが自己の成長につながっていくのです。4回生になると今度

は日本社会に焦点を当て、日本社会権力構造の実態を検証させます。日本社会をア

メリカで学んだ少数民族の視点から見直すのです。このようなことを学んだ学生が

やがて社会に出ると、下等競争の真っただ中に放り込まれますが、これを学んだ学

生たちは一味違う生き方をするようになるのではないかなという希望を抱きつつ、

共に学んでいます。

さて現代の若者は何を求めているのでしょうか？宗教？教祖のいる創唱宗教は

若い人にはあまり受けないでしょう。日本では相変わらず先祖崇拝、これは天皇崇

拝にまで遡りますが、が主です。日本人は西欧と違い、それほど宗教を感情的には

とらえない。いわば便利屋的存在。好きな時に、そっと出かけていき、お賽銭を投

げ入れ願掛けをする。対象はどんな神でもいいのだ。こちらから一方的に語りかけ

る。願い事をする。しかし、神からは語りかけては来ない。語りかけてくると、恐

らく逃げ出すのではないか。冠婚葬祭でもいいのかもしれない。しかしもう少し深

いところで若い人たちは、それ以上のものを求めているのではないだろうか？日本

の宗教、キリスト教を含め、は非常に権威主義的になっているのではないだろう

か。有無を言わせない。自分で考える余裕を与えない。一生indoctrination（追従）

して来た者が自ら疑問を発することはしない。だからこそ第二次世界大戦の天皇崇

拝、軍国主義そして国家神道が当然の如く日本人を支配していたし、だれもそれに

逆らわなかった。現代の若者はこの宗教権威主義に反発しているのではないだろう

か。キリスト教でも神の愛を説きながら、教団内で内ゲバ戦を繰り返している。ど

ちらも自分たちが絶対正しいと信じ込んでいる。これは非常にパリサイ的であり、

イエスはこれに対抗したのではなかったのか。キリスト教が若い人たちにアピー

ルするには、まずクリスチャンやその指導的立場にいるものたちが、内面的変化

（transformation）を体験しなければならない。自己絶対化から自身を切り離すこと
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が必要だ。真の意味でhumility（謙遜）とは何なのかを学ばねばならない。もしかす

ると、自分が間違っているのかもしれないと今までの自己絶対化を疑ってみるとこ

ろからhumilityは始まる。精神的拠り所が希薄化している日本社会の中で、若者に

真の生きる力となるものを与えることができるのは何なのかを模索していかねばな

らない。やさしい答えはない。しかし人間として求めるものは必ずあるはず。とも

にそれを模索していくところに答えが与えられるのかもしれない。

現代の若者は決して無関心ではない。何かを求めている。そのきっかけになるも

のを我々大学人が提供していかねばならないのです。特にキリスト教主義と言われ

る大学では人のspiritualityを大切にし、伸ばしていく試みをしなければならない。

神に仕えることは人に仕えることであることの意味を具現化できるようなカリキュ

ラムを組む。技術教育だけでは人は真に充実した人生を送れるかどうかを検証しつ

つ教育を考えていくことが求められている今日ではないだろうか。

(Reprinted with permission of Okinawa Christian University)
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